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黄金時代の「黄昏」を生きる： 

18 世紀前半における 17 世紀オランダ絵画受容研究 
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近年のオランダ美術史研究において、レンブラントやフェルメールを輩出し

た 17 世紀最盛期の美術のみを重視する立場は見直され、かつては衰退期として

一蹴された 17 世紀末以降の芸術が様々な側面から再評価されてきた。そのなか

で発表者が提示したいのは、この 17 世紀末から 18 世紀前半という過渡期を、

17 世紀盛期オランダ美術をはじめて意識的に「受容」した時代と見なす観点で

ある。たとえば、アーノルド･ハウブラーケンやヤン・ファン・ホールによるオ

ランダ画家の列伝、ヘラルト･デ･ライレッセの絵画理論といった 18 世紀初期の

文献では、最盛期には語られなかった 17 世紀オランダ美術の特質が定義されは

じめる。また、絵画市場に注目するならば、17 世紀オランダ絵画は、当時の絵

画競売システムの成熟を背景に国内外で盛んに売買され、その市場価値を高め

ていた。つまり、18 世紀前半の理論家や批評家、コレクターは、17世紀最盛期

のオランダ美術を自らの時代の美術と区別し、栄光の世紀の賜物として賞賛し

収集しはじめていたと考えられるのである。そこで問うべきは、こうした時代

状況において、18 世紀の画家たちが 17 世紀先駆者の絵画作品をどのように受容

し、そこから何を選択し、刷新したのかである。すなわち、18 世紀初頭、画家

が 17 世紀オランダ黄金時代の遺産を享受するだけでなく、絵画制作という行為

を通じて、その「規範化（canonization）」のプロセスにどのような役割を果た

したのかである。発表では、17 世紀オランダ黄金時代の「黄昏」の時期にあた

る18世紀前半を生きた画家とコレクターの密接な関係に焦点をあて、「風俗画」

という絵画ジャンルをめぐる具体的な事例からこの問いを考察したい。 

 

 


